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№ 項目 掲載内容 推進チーム（教育局：市町村） 

１ 学校全体 「記録シート」の作成及び活用 上川：士別市チーム 

２ 学校全体 チャレンジテストの効果的な活用 渡島：七飯町チーム 

３ 学校全体 校内研修の工夫 石狩：北広島市チーム 

４ 学習環境 既習事項の振り返りができる掲示物 宗谷：枝幸町チーム 

５ 学習規律 学習規律の定着 石狩：江別市チーム 

６ 学習規律 子どもの話し方を向上させる手立て 後志：小樽市チーム（奥沢・桜・銭函） 

７ 学習規律 ノートの使い方や書く内容の指導について オホーツク：北見市チーム 

８ 指導計画 言語活動の充実 オホーツク：網走市チーム 

９ 授業全体 １時間完結型授業の充実に向けて オホーツク：紋別市チーム 

10 授業全体 導入・展開・終末の時間配分の工夫 日高：浦河町、様似町チーム 

11 授業導入 学習課題の設定と提示 十勝：音更町チーム 

12 授業導入 学習課題の設定と提示 釧路：釧路市チーム 

13 授業展開 学習課題の解決に向けて活動する学習展開 留萌：苫前町チーム 

14 授業展開 ＩＣＴを活用した学習指導 石狩：当別町チーム 

15 授業展開 ＩＣＴを活用した学習指導 オホーツク：美幌町チーム 

16 授業展開 学習形態の工夫 胆振：伊達市チーム 

17 授業展開 思考を深めるための発問 胆振：苫小牧市チーム 

18 授業展開 学習展開が分かりやすい板書の構成 後志：小樽市チーム（手宮中央・山の手・朝里）  

19 授業展開 板書の構成 オホーツク：大空町、網走市チーム 

20 授業終末 調べたことや考えたことを書かせる指導 上川：旭川市チーム 

21 授業終末 調べたことや考えたことを書かせる指導 宗谷：稚内市チーム 

22 授業終末 まとめや振り返りを位置付けた学習活動の工夫 空知：滝川市チーム 

23 授業終末 効果的なまとめや振り返り 十勝：幕別町チーム 

〇 授業改善推進チーム活用事業は、教科指導における豊富な経験や実践的指導力を有 

する授業改善推進教員３名程度が、「チーム」となり、１週間を単位として同一の学校に勤 

務して、集中的にティーム・ティーチングを行い、学校全体の授業改善に取り組むことを目 

的として実施している事業です。 

〇 本事例は、授業改善推進チームの推進教員がこれまでの実践を通して、授業改善のポ 

イントをまとめたものです。 



「記録シート」の作成及び活用

取組のポイント

○情報共有シートの観点を踏まえた記録シートの作成
○記録シートに基づく、授業者が授業を振り返る機会の設定
○記録シートを活用した効率的な放課後の打合せの実施

○記録シートの集積により、授業改善の進捗状況を把握することができた。
○授業参観時に、記録シートを活用したことで、授業改善に向けた具体的な
方策を明確にすることができた。

○記録シートを活用した打合せにより、推進教員と授業者が共通理解を図り
ながら効率的に打合せを行うことができた。

取組の成果

取組の概要

学校全体

記録シート

記録シートの
作成

情報共有シー
トの観点に基
づいて授業を
参観し、記録
シートに成果
や課題を記入
する。

打合せの実施
短時間で効果的な打合せができるよう、記録
シートを基に観点を絞った振り返りを実施す
る。

振り返り
板書を確認し
ながら客観的
に授業の振り
返りができる
よ う 、 記 録
シートに板書
の写真を添付
する。
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チャレンジテストの結果分析
チャレンジテストの結果をグラフで表し、

学級の正答率の分布を整理した。

分析結果を基にした授業改善
正答率の分布をいくつかのタイプに分類し、

学力の定着に関わる実態を把握した。

類似問題による授業改善の検証
明確となった視点に基づき、授業改善を進め

るとともに、推進教員が、チャレンジテストの
類似問題を作成・実施し、授業改善の状況を検
証した。

チャレンジテストの効果的な活用

取組のポイント

○チャレンジテストの結果を詳細に分析
○分析結果を基に授業改善の視点の明確化
○類似問題による授業改善の検証

○度数分布のグラフを用いた分析により、児童の実態に即した授業改善の視点
が明確になった。

○チャレンジテストの類似問題の活用により、授業改善（児童の学習内容の
定着状況）の検証が可能となった。

○チャレンジテストを効果的に活用した取組が、推進チームを中心に組織的に
行われるようになった。

取組の成果

取組の概要

学校全体

【離れ小島型】➁
大まかな集団から一部

のデータが離れたところ
に存在

【ふた山型】①
分布がふた山に分かれ

学級内に異なる傾向の集
団が存在

【分析結果を基とした授業改善の視点例】
■ふた山型の場合、学習内容が定着している層と定着が図られていない層の児童が
いることから個別の支援を行う機会を設定する。

■分布が左によった集団である時は、学級全体で基礎的・基本的な内容を取り扱う
場面を多く設定する。

【学級の正答数の分布】

【チャレンジテストの類似問題】
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２年 なまえ
チャレンジⅠ れんしゅう１

１ つぎのもんだいに 答えましょう。
(1) 37円の ドーナツと，25円の ラムネを 買います。

あわせて 何円に なりますか。

しき こたえ

(2) あきさんは，おりがみを 54まい もっていました。
ともだちと あそんで 27まい つかいました。
おりがみは 何まい のこっていますか。

しき こたえ

①

➁
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校内研修の工夫

取組のポイント

○推進教員による授業改善に関わる「ミニ研修」の実施
○３校の授業改善の状況を各学校の「研究便り」に掲載
○公開研究会における連携

○「ミニ研修」の実施等により、校内研修と推進チームの授業改善の方向性
が同じになり、学校全体で課題を共有し、取組を推進することができた。

○授業改善に係るアンケート調査を定期的に実施し、取組の評価、改善を図
ることにより、着実に授業改善を進めることができた。

○公開研究会において推進教員と連携し、研究の成果や課題を明確にしたこ
とにより、授業改善の取組の意義や方向性について学校全体で再確認する
ことができた。

取組の成果

取組の概要

学校全体

【研修で使用したスライド】

【アンケートを掲載した「研究便り」】

推進教員による「ミニ研修」
研究部と連携し、推進教員を講師とし

たミニ研修を実施し、授業改善について
の共通理解を図った。

各校の状況を「研究便り」に掲載
推進チームが実施したアンケートの

結果を研究部発行の研究便りに掲載し
た。３校の状況を比較し、先生方が授
業改善の課題を客観的に捉えることが
できるようにした。

公開研究会における連携
市内の全教員が参加する公開研究会

において、推進教員が協議の司会者を
務めた。研究の成果や課題が明確にな
るよう協議を進行し、授業改善に向け
た取組の意義について確認した。

■校内の課題を共有し、共通した取組を推進するための
研修の工夫
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既習事項の振り返りができる掲示物

取組のポイント

○課題解決につながる既習事項の掲示
○掲示物による振り返りと今後の学習の見通しをもたせる工夫

学習内容の振り返りができる掲示物

前時までの学習と比較して課題を焦点化

○児童が既習の学習内容との比較から課題を考えるようになった。
○導入や終末で、単元全体における本時の位置付けを確認することで、児童
が次時の学習の見通しをもつことができた。

○年間指導計画に基づいた掲示物の作成により、学級担任と連携した指導の
充実が図られた。

取組の成果

取組の概要

学習環境

単元をとおし
て活用する既習
事項を、授業中
に児童が確認で
きるように掲示
した。

量感を養うた
めの実寸大の１
㎡の正方形を示
すとともに、下
辺に１㎝ごとの
目盛りを記し、
単位換算の学習
にも活用した。

前時までの問題と解決方法を
掲示し、本時との違いを確認で
きるようにするとともに、本時
の学習課題の焦点化と解決の見
通しをもたせたる場面での活用
を図った。

単元の学習計画と学
習した結果を掲示し、
単元全体の見通しを意
識できるようにした。
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学習規律の定着
取組のポイント

○学習規律の定着に関する好事例の発見・発信
○繰り返し確認することによる学習規律の定着

○学習規律に係る実践を紹介したことで、他の学級に好事例が広がった。
○チェック期間を設けて振り返ることで、学習規律を意識する児童が増えた。
○推進教員が、各学級の学習規律の定着状況を児童の変容した姿で捉え、紹介すること
で、教員が学習規律の意義や重要性について理解を深めることができた。

取組の成果

取組の概要

学習規律

【音読指導】
教科書を両手で持って
音読することで、手遊
びがなくなり、姿勢が
変容
原則（教科書を持つ）
と例外（置いて指でな
ぞる）を示し、児童の
状況に応じて実践

◆たしかめる！◆たしかめる！

◆みつける！◆みつける！ 推進教員が先生方の実践のよさを発見

チェック期間を設け、学習規律の定
着状況を児童と先生方で確認

【机上整理】
机上には、手前から
「消しゴム・鉛筆・定
規」の順に置き、鉛筆
が転がらないように配
慮

通信「STEP」で、
学習規律の定着によって
児童が変容した姿を発信

◆ひろげる！◆ひろげる！

【立腰】
「おしりドン あしペ
タせすじピン!」を合
い言葉に授業の初めや
途中で声掛け
少しずつ自分でよい姿
勢を保とう
とする児童
が増加

学習規律の着実な定着（ステップ
アップ）による授業改善の推進
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子どもの話し方を向上させる手立て

取組のポイント

○発達の段階に応じた具体的な発表の仕方の例示
○学級担任と推進教員による共通理解を図った言葉遣いの指導

○発表の仕方を具体的に例示することで、児童が意欲的に発表するようにな
り、話合いが活性化された。

○正しい言葉遣いを指導することで、学習に対する心構えや姿勢等にもよい
効果が現れた。

取組の成果

取組の概要

学習規律

低学年では、「返事をすること」「語尾まで
はっきり話すこと」を重点的に指導

団扇の表裏に「はい」「です」を表示し、返事
をすることや語尾まで話すことを意識化

中学年では、算数科で自分の考えを伝える際、「算
数で使いたい言葉」を参考に説明する機会を設定

「はじめに、次に」等の順序を示す言葉を用いて説
明することが習慣化

高学年では、必要に応じて「話しあいのしか
た！」の話型を示したプリントを配付

自分たちで話合いを進めていこうとする意欲化が
図られるとともに、「話合いの観点」の提示により
話合いが活性化

正しい言葉遣いを定着させるため、学校全体で共通理解を図り、学年の
発達の段階に応じて指導した。長期休業及び行事の後など重点的に指導す
る時期を設定し、定着が図られるよう繰り返し指導を行った。

発達の段階に応じた具体的な発表の仕方の例示

学級担任と推進教員による共通理解を図った言葉遣いの指導
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ノートの使い方や書く内容の指導について

取組のポイント
○ノート指導について共通理解を図り、学校全体の取組を推進
○ノートの規格をそろえ、板書とノートを一体化

○板書とノートの一体化が意識され、１単位時間の授業改善につながった。
○児童が、ノートに速く書くことができるようになった。
○推進チーム内で各学校のノート指導の現状や効果的な指導などを交流し、
共通理解を図った取組を進めた。

取組の成果

取組の概要

学習規律

授業改善に結び付く基本的なノート指導(算数科）
・１時間の授業で見開き２ページの分量が目安
・問題を書き写す
（書き始めをそろえ、学習に向かうよう支援）

・学習課題は児童の言葉を引き出して全員でつくる
・自分の考えに加え、友達の考えも随時書くことを
習慣化

・学習課題と学習のまとめを正対させて書く

板書とノートの一体化
・ノートの規格をそろえる。
・児童と同じノートを使って板書計画を立てる。
・行やマスを意識させるために、実物投影機や教具等
を活用する。
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言語活動の充実
取組のポイント

○「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業実践の共有
○「言語活動の充実」に向けた校内研修の実施

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業実践の共有

「言語活動の充実」に向けた校内研修の実施

○授業改善の方向性を共有することにより、各教科の指導事項や身に付させ
たい力を踏まえた言語活動が位置付けられた。

○「対話する必然性のある課題の設定」「文字言語での学習内容の振り返
り」など、本時の「課題」「まとめ」の質的な改善が図られた。

○メンター形式による研修は、若手教員のニーズに応じて内容を工夫するこ
とにより、日常の授業改善に直結する取組となった。

取組の成果

取組の概要

指導計画

教務部、研修部と連携し、各学校の課題に応じたテーマを設定

若手教員の学級で示範授業を行い、日常授業の改善や学級経営の在り
方等について話し合う場を設定

実践資料を活用した単元全体
や一単位時間で展開される「言
語活動」の在り方に関するミニ
研修の実施

「言語活動の充実」の具体を
示す示範授業及びメンター形式
による授業後のミーティングの
実施

「言語活動例」や「板書」、
「子どものノート」等の好事例
の写真を、全教職員が共有でき
るよう学年、教科ごとに整理
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１時間完結型授業の充実に向けて

取組のポイント

○ICTの活用による、教員による指示・説明時間の短縮
○授業のねらいと手立ての明確化
○話合い、終末（振り返りとまとめ）の時間の十分な確保

○授業改善のための手段として、より効果的なＩＣＴの活用方法について追
究していくことができた。

○単元を見通した１単位時間におけるねらいと学習課題の整合性を吟味する
ことができた。

○単元の特質や児童の実態に応じて、個人思考、集団解決に要する時間を検
討することができた。

取組の成果

取組の概要

授業全体

ICTの効果的な活用により生まれた
時間を、話合いや振り返りの時間に
活用し、個人思考や集団解決に十分
な時間を確保することで、学習内容
の確実な定着を図る。

素材集（推進教員作成のパワーポ
イント資料）を活用した教員による
説明、実物投影機による学習課題、
写真や図等の提示により、視覚的理
解を促し、説明等に掛かる時間の短
縮に努める。

単元を見通し、授業で身に付けさ
せたい力とその授業で中心となる学
習活動を明らかにするとともに、学
習過程を明示することで児童に１単
位時間の取組の見通しをもたせる。

ICT活用による時間短縮

１単位時間の見通しの共有

個人思考・集団解決の時間確保
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導入・展開・終末の時間配分の工夫

取組のポイント

○「授業スケール」による45分の授業の流れの視覚化
○終末における「振り返り」の充実に向けた工夫
○単元全体を見通した１単位時間の目標の明確化

「授業スケール」の活用
①授業開始前：ホワイトボード（以下ボード）に主な学習過程を貼る。
②授業始め：ボードを使い、児童に45分の授業の流れを簡単に説明する。
③授業中：ボードを黒板など児童からよく見える所に提示し、マグネット等

を活用して児童と共に進捗状況を確認する。

○学習過程（「課題」「まとめ」「振り返り」）の定着が図られた。
○単元全体を見通した指導への教員の意識が向上した。
○道徳科等、他教科等においても「授業スケール」を日常的に活用するようになった。

取組の成果

取組の概要

授業全体

白
い
花
び
ら

目
標
：
登
場
人
物
の
様
子
を
思
い
う
か
べ
て
読
み
、
物
語
の

感
想
、
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

左のマスは１マス５
分を表している。
本事例では、「二人

で考える」学習の後、
「みんなで話し合う」
に少し時間をかけると
いうことを、「間隔を
空けること」で視覚的
に示している。

「授業スケール」を効果的に
活用するとともに、児童が単元
全体の学習を見通し、主体的に
学習できるよう、「単元指導計
画表」を作成し、配付する。
単元全体を見通した上で、１

単位時間のゴール（目標）を明
確にすることにより、目標の達
成に向けて、どのような「課
題」を設定し、どのような「ま
とめ」や「振り返り」を行わせ
るのか等、１単位時間の授業を
計画的に構築する。

単元の前半では、「振り返り」の方
法や視点を示すなどの工夫を行うこと
により、１単位時間の終末における
「振り返り」の充実を図る。

単元の導入等にお
いて、支援の必要な
児童に「振り返り」
の型を示す。

 

三
次 

二
次 

一
次 

次 

⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ① 

時 

  

◆ 

読
み
取
っ
た
こ
と
を
基
に
し
て
、
物
語
の
続 

き
を
考
え
ま
と
め
た
り
、
ま
と
め
た
こ
と
を 

話
し
た
り
す
る
。 

 

   

◆ 

場
面
の
移
り
変
わ
り
に
注
意
し
な
が
ら
、
登 

場
人
物
（
ゆ
う
た
と
か
ず
き
）
の
性
格
や
気
持 

ち
の
変
化
、
ゆ
う
た
が
一
人
で
「
ひ
み
つ
き 

ち
」
に
行
っ
た
理
由
な
ど
に
つ
い
て
、
叙
述
を 

基
に
想
像
し
て
読
ん
だ
り
、
最
後
の
場
面
を
読 

み
、
全
文
の
中
か
ら
自
分
の
気
に
入
っ
た
言
葉 

を
抜
き
出
し
た
り
す
る
。 

◆ 

全
文
を
読
み
、
単
元
の
終
末
で
、
物
語
の
続

き
を
考
え
ま
と
め
た
り
、
ま
と
め
た
こ
と
を
話

し
た
り
す
る
こ
と
に
つ
い
て
見
通
し
を
も
つ
。 

内 

容 

 

 

 

 

 

 

          

         

△ 

○ 

◎ 
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学習課題の設定と提示

取組のポイント

○児童に必要感のある課題の提示
○推進教員と授業者の効果的・効率的な振り返りの工夫

○授業の導入における必要感のある課題提示の理解が進み、本時の目標を明
確にした上で授業実践を推進することができた。

○課題提示により、児童が授業で「何を学ぶのか」を見通して、学習する姿
が見られた。

○板書の好事例から、教職員の構造的な板書に係る意識が高まった結果、授
業改善が進むとともに、児童のノートも構造的な内容に変容した。

取組の成果

取組の概要

授業導入

２年「かけ算」では,課題設定
後,板書の補助や推進教員からの発
問の取組とともにＩＣＴも使用す
ることにより,子ども達の興味・関
心を高め,まとめの時に子ども達が
振り返りやすいように工夫をして
います。

【示範授業による共通理解】
年度当初に推進教員による示範授業を行い、

児童に必要感をもたせる課題提示のポイントに
ついて共通理解を図った。

【チーム通信における好事例の発信】
実践内容についての共通理解を図ることができるよう、チー

ム通信において好事例を紹介し、課題提示や板書の工夫改善等
のポイントについて周知した。

【日常の授業における課題提示の徹底】
板書計画を用いた打合せを行う中で、

課題の確認を行い、全ての学級において
課題を提示するようにした。

【授業後における授業者との振り返り】
授業後、空き時間等で板書の写真などをもとに授業者と簡単

な振り返りを行い、課題提示のポイントやタイミングについて
共通理解を深めた。

児童に必要感のある課題の提示

推進教員と授業者の効果的・効率的な振り返りの工夫
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学習課題の設定と提示
取組のポイント

○ 児童の学習意欲を喚起する学習課題の設定について共通理解
を図るよう校内研修を実施

○ 学級担任が学習課題の設定の仕方についてイメージをもてる
よう推進教員が作成した指導計画による授業を実践

共通理解を図る校内研修
推進教員が既習事項を踏まえ

て課題を焦点化する授業を公開
した。その後、教員に対し、既
習事項（掲示物）・実物・ＩＣ
Ｔを活用した課題提示の工夫や
問題解決的な学習の重要性につ
いて研修を行った。

学級担任との協働による
授業研究
推進教員が国語科の指導計画

を作成し、その計画に沿って学
級担任が授業を行うことにより、
学習課題の設定の仕方について
学級担任と共通理解を図った。
また、授業後に推進教員と学

級担任が学習課題の有効性や提
示の工夫について協議を行い、
次時の指導計画に生かした。

○各学級で課題提示を工夫した授業が実践されるようになった。
○学習課題の設定の仕方について、校内研修を行ったことで、各学級担任が
学習課題の設定の仕方にイメージをもてるようになった。

○推進教員と学級担任が日常的に授業づくりについて協議し、授業改善を図
ることができた。

取組の成果

取組の概要

授業導入

研修

授業

計画

事後研

授業

【授業場面を取り上げた研修の実施】

【授業づくりにおける検証改善サイクル】
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学習課題の解決に向けて活動する学習展開

取組のポイント

○「チームＴＴメモ」を活用した授業改善への効果的な取組の推進

○学習活動の充実に関わる内容を掲載した通信の発行

「チームＴＴメモ」を活用した授業改善への効果的な取組の推進

学習活動の充実に関わる内容を掲載した通信の発行

○授業前後の打合せの内容が焦点化され、質の向上と時間短縮が図られた。
○互いの実践が共有され、学校全体で授業改善を進める意識が高まった。
○管理職と協力し、学校全体の授業改善の推進状況や教職員一人一人の特性を把握したこ
とにより、教職員のニーズに合った情報を提供することができた。

取組の成果

取組の概要

授業展開

【「チームＴＴメモ」の記載例】

【チームＴＴ通信「PolePole」】

・授業前に、本時の課題
やまとめ、授業改善の
ポイント等を記載した
メモで授業の構想を交
流し、改善点等を検討

・授業後に、児童の姿の
変容等を記載したメモ
で授業改善の成果や課
題等を具体的に交流

・問題提示や課題設定、言語
活動、まとめなどに関する
優れた実践を紹介

・見方・考え方を働かせた学
びや資質・能力の育成など
について情報提供

・発問や指示、話合いの方法
など、具体的な指導方法を
発信

・学習規律やノート指導、
T・Tの活用など､学習活動
を支える指導を共通理解

「課題とま
とめが正対し
ているか｣や
｢課題解決に
向けた学習活
動は適切か」
などの視点で
確認する。

校内全体で
共通理解を図
るため、児童
が深い学びを
実現するため
の効果的な手
立て等につい
て、具体的に
紹介する。
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ＩＣＴを活用した学習指導
取組のポイント

○まとめや振り返りの時間の確保に向けた、学習過程に応じ
たＩＣＴの活用

○意図（指示、説明等）を明確にしたＩＣＴの活用

○ＩＣＴを学習過程に即して活用することにより、効率的に授業を
展開でき、振り返りの時間を確保することができた。

○意図を明確にしたＩＣＴの活用は、教員の指導力の向上につな
がった。

○ＩＣＴの効果的な活用方法を共有するために、推進チーム通信に
よる実践紹介を積極的に行った。

取組の成果

取組の概要

授業展開

展開

振り返りの時間の確保

コンパス等の学習用具の使用や漢
字の書き順等の学習の時に、教師
が、「やってみせながら」指示をす
ることで、ポイントを押さえた説明
が可能になるとともに、説明時間が
短縮される。

本時の問題場面を絵や図を用いて
具体的に提示することにより、学習
内容への児童の興味や関心が高まる
とともに、問題把握の時間が短縮さ
れる。

円を既習の別の図形に変形するよ
うなイメージしにくい説明の場合、
デジタル教科書の動画機能等を用い
ることにより、分かりやすくなると
ともに、説明時間が短縮される。

導入

展開
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ICTを活用した学習指導

取組のポイント

○実物投影機やタブレット型端末配置等の教育環境の整備
○効果的なICT活用に係る研修による授業改善の推進

○実物投影機やタブレット型端末の画面を無線で投影できる装置等の教育環
境を整備し、ICT活用に係るミニ研修を重ねたことにより、ICTを効果的
に活用した授業改善が進んだ。

○推進教員が、効果的なICT活用の事例を紹介したり、T・Tの際にICTを取
り入れた指導を行ったりしたことにより、ICTに対する苦手意識をもって
いた教員も積極的に活用するようになった。

取組の成果

取組の概要

授業展開

〇いつでもICTを活用できるよう各教室に実物
投影機を設置するとともに、タブレット型端
末の画面を無線で大型テレビに映すことので
きる装置を配備

〇短時間で児童が既習事項を想起でき
るよう前時の板書の写真を大型テレビ
に映したり、見通しがもてるよう本時
の課題につながる各種資料を大きく

表示したりする工夫

〇既習事項の理解が不十分な児童
にタブレット型端末で前時までの
板書の写真を見せながら支援

○児童は、実物投影機でノートや具体物の
操作などを映しながら説明

〇児童が自分なりの表現で本
時の学習内容をまとめたものを
大きく表示して共有

○本時の学習内容の定着を図る練習
問題の答えを大きな画面で確認
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学習形態の工夫
取組のポイント

○学習内容に応じた学習形態の工夫
○個に応じた指導の充実を図るティーム・ティーチングの実施
○推進チーム通信を活用した情報の共有

○学習形態の工夫によるスムーズな授業展開と児童の学習内容の深
い理解につなげることができた。

○ティーム・ティーチングの役割の明確化により、個に応じた指導
の充実が図られた。

○教員間の情報交流の充実と手立ての更なる具体化が図られた。

取組の成果

取組の概要

授業展開

〇校内研修等を通じて、学習内容や学
習場面に応じた、一斉学習、小集団
学習、個別学習等の設定について共
通理解を図る。

○学級担任との事前・事後の打合せの
もと、授業の目的に沿った学習形態
による効果的なＴ・Ｔ指導を行う。

〇児童一人一人に学習内容が確実に
定着するようＴ１、Ｔ２を入れ替
え、つまずきが予想される児童へ
の個別指導を学級担任ができるよ
うにするなど個に応じた指導の充
実を図る。

○授業後にミーティングを行い、授
業改善の視点を明らかにする。

〇情報共有シートに示された月ごとの学校の重点課題への取組に
ついて、具体的な手立てを示すとともに、通信等を通して共通
理解を図る。また、教職員個々の課題に応じた取組事項を明確
にする。
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思考を深めるための発問
取組のポイント

○身に付けさせたい力を明確にした指導計画の設定
○叙述を基に思考を深めさせるための言語活動の工夫
○子どもから多様な考えを引き出すための発問の工夫

○児童の思考を深めるための発問を工夫することで、児童から多様な意見が
出されるようになった。

○身に付けさせたい力を明確にした授業づくりを意識できるようになった。
○事後の打合せの場面で、学級担任から発問に関する話題が出されるように
なった。

取組の成果

取組の概要

授業展開

人物像にせまる発問（３／14）
「ごんは、どんなきつねでしょうか」
気持ちを想像させる発問（９／14）
「ごんは、どんな気持ちだったのでしょうか」

人物像にせまる発問（３／14）
「ごんは、どうしていたずらばかりしていたのでしょうか」
気持ちを想像させる発問（９／14）
「ごんは、どうして中へ入ったのでしょうか」

《改善内容》
①身に付けさせたい力を「登場人物の人物像や気持ちの変化を、叙述
を基に想像して読む力」と設定
②叙述の中でも、本時では行動に着目させながら読ませるよう改善
③登場人物の行動から気持ちを想像する発問づくりの工夫

第４学年国語「ごんぎつね」（14時間扱い）の実践例より
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学習展開が分かりやすい板書の構成

取組のポイント

○板書構成案を活用した板書及びノート指導についての提案
○推進教員がＴ１の役割を担い、授業展開のモデルを提示

板書構成案を活用した板書及びノート指導についての提案

Ｔ１としての授業改善推進教員による授業展開の例示

○板書構成案をもとに打合せをすることで、学級担任との打合せが効率的に
なった。

○板書の例示により、授業改善の視点として児童の個人思考を価値付けたり、
全体交流で深めたりする場を設けることについて共通理解が図られた。

取組の成果

取組の概要

授業展開

【板書及びノート指導の観点】

〔共通理解を図るための取組〕
○推進チームの活動計画に板書及びノート指導の観点を設定
○年間を通じた取組となるよう学校運営計画に掲載
○児童が自らノートに学習内容を整理できるよう、
「問題」「課題」「まとめ」を構造的に位置
付けた板書構成案を作成

○板書構成案をもとに授業の打合せを実施
〔板書構成等の工夫〕
○児童の考えを学級全体で交流することができ
るよう、板書に児童の考えを記録するための
スペースを設定

○児童が、自分の立場を明確にして交流する
ことができるよう、ネームプレートを活用

○「問題」「課題」「まとめ」は黒板の左側、児童の考えは右側を使用
○学習の流れを可視化し、児童のノート指導に活用できる板書構成を例示
○見通し、振り返りの活動を充実
させるため、板書に記した既習
事項を参考に課題解決の見通し
をもたせたり、板書内容を基に
学習したことを振り返らせたり
する活動を重点化
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板書の構成
取組のポイント

○学習過程や児童の思考の流れが分かる板書の徹底
○授業改善に向けた共通理解を図るための打合せや「推進チーム
通信」の発行

○構造的な板書を徹底するとともに、ノート指導と直結した板書を行うこと
で、学習過程が明確になり、授業改善につながった。

○定期的に、各学校と推進チームが取組を確認したり、「推進チーム通信」
を発行したりすることにより、共通理解を図った取組が継続的に進められ
るようになった。

取組の成果

取組の概要

授業展開

○「学習課題」と「まとめ」
を板書に示すことを徹底

○児童の考え等を活用した構
造的な板書の工夫

○推進教員（Ｔ２）が板書を
担当し、初任段階教員に対
して基本的な指導技術等を
指導

○児童のノート指導に生かす
マス目入りホワイトボード
の活用

○推進教員と校長、教務主任
等が１週間の授業を振り返
る場を設定

○課題を踏まえた「推進チー
ム通信」を発行し、授業改
善に係る基本的な指導技術
等の共通理解

【構造的な板書を位置付けた授業の実施】

【ノート指導と直結した板書の徹底】

学習過程や児童の思考の流れが分かる板書の徹底

板書等の基本技術や好事例の共有
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調べたことや考えたことを書かせる指導

取組のポイント
○分かったことと理由をあわせて書かせる場面の設定
○全体交流後に自分の考えを見直し、修正する場面の設定
○書き出しの言葉を提示して考えを書かせる場面の設定

○全体交流後に書く場面を位置付けたことで、児童の書く力が向上した。
○書き出しを指示したことで、児童が見通しをもって書くことができた。
○学校全体で書く活動を学習過程に位置付けたことで、共通理解の下、継続
した取組を推進することができた。

取組の成果

取組の概要

授業終末

全体交流後の書かせる場面

まとめの段階での書かせる場面

優れた表現に着目して，物語の魅力を伝え合おう

課 題 魅力カードを作るために，情景描写に注目し
て読み、大造じいさんの心情を想像しよう。

個人思考 心情が想像できる情景描写を選び、心情を想
像する。

全体交流 同じ情景描写を選んだ児童同士で、想像した
心情を交流する。

再 考 交流したことをもとに、自分の考えを再度考
え、加除修正する。

ま と め 情景描写に着目すると、心情をより深く理解
することができる。

概数（四捨五入して７００になる数の範囲を考え
る学習）

○終末の書く活動において、児
童が集めた情報を活用し、考
えを一層深めることができる
よう、全体交流後に自分の考
えを修正する場面を設定する。

○学習内容の定着へつなげるこ
とができるよう、本時のまと
めとその理由をあわせて書か
せる場面を設定する。

○見通しをもった書く活動にな
るよう、書き出しの言葉を提
示して考えを書かせる場面を
設定する。
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調べたことや考えたことを書かせる指導

取組のポイント

○単元の「学習計画」の児童との共有と、振り返る場の設定
○本時のねらい（ゴール）と学習の見通しの明確化
○学んだことや自己評価を「学びの様子」として記述する取組の実施

○単元のゴールを児童に意識させることができた。
○児童の「学びの様子」を踏まえ、次時の授業づくりに生かすこと
ができた。

○「振り返り」を校内研修の重点とし、全校で日常的に取り組むこ
とができるようにした。

取組の成果

取組の概要

授業終末

第５学年国語「日本の文化を考えよう」の単
元で、「なぜ古典や伝統文化が今も残っている
のか」という単元の課題を踏まえた話合いが進
められるよう、学習計画を示すとともに、毎時
間の個々の学びを記述した。

単元全体の課題を提示
（第１時の板書）

毎時間の学習内容を「振り
返りシート」に明記

「学びの様子」を振り返り
タイムで記述

１単位時間の目標を踏まえて「何ができる
ようになるとよいか」を教員が示し、児童自
身が授業の導入で自己目標を決定する。終末
では自己評価して次時への意欲につなげる。

学習計画の共有

継続的な自己評価の実施
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まとめや振り返りを位置付けた学習活動の工夫

取組のポイント

全校で学習課題と正対したまとめを位置付ける工夫

児童が学習内容を活用して振り返るまとめの工夫

○「振り返る」学習活動の工夫
○全校で学習課題と正対したまとめを授業に位置付ける工夫
○児童が学習内容を活用して振り返ることができるまとめの工夫

○「振り返る」学習活動を研究内容に位置付け、全教職員で協議するなど、
組織的な研修を行ったことにより、教員の意識の向上が図られた。

○「課題と正対したまとめ」の取組が分かる板書の写真を掲示するなど、
可視化することで共通理解の徹底を図った。

○「振り返る」学習活動の工夫が継続的な取組となるよう、学校で共通して
取り組む事項として位置付けた。

取組の成果

取組の概要

授業終末

「
振
り
返
る
」
学
習
活
動
の
工
夫

○全ての学級・全ての教科等で学
習課題と正対したまとめを行う
ことができるよう、板書例を可
視化し、共通理解を図る。

【まとめ】
「学習したことを振

り返って、上流と下流
の特徴をノートにまと
めましょう。」

○継続的な取組になるよう「学習
課題と正対したまとめ」の取組
事例を校内に掲示し、教職員の
意識化につなげる。

○終末に、本時で
学習した内容に
ついて児童がま
とめを行う学習
活動を取り入れ
るなど、「振り
返る」学習活動
の充実を図る。

22



効果的なまとめや振り返り

取組のポイント

○自己評価を活用した習熟度別少人数指導の実施
○ＩＣＴを活用したまとめや振り返りの工夫

○学級担任だけではなく児童も学びの状況を客観的に把握することができた。
○ＩＣＴを活用し、学習した内容を可視化することにより、短い時間で効率
的・効果的に振り返りを行うことができるようになり、児童が何を学んだ
かを実感する時間を確保することができた。

取組の成果

取組の概要

授業終末

自己評価を活用した習熟度別少人数指導の実施
○本時の振り返りで自己評価を実施

○自己評価に応じた習熟度別少人数指導

ＩＣＴを活用したまとめや振り返りの工夫
○実物投影機で実物を提示

○プレゼンテーションソフトの活用

○タブレット端末でフラッシュ問題を提示

終末の段階で、児童が自己の学びを客観的に捉えられるよう、全
体で本時の学習を振り返った後、学習内容の定着に関する自己評
価を実施。

児童が各自のペースで学習を進められるよう、
「よく分かった」と自己評価したグループは、発
展的な内容のプリントを、「もう少し」と自己評
価したグループは、基本的な問題を多く取り入れ
たプリントを実施。

ノート指導と関連付けられるよう、教師がまとめを
記載したノートを実物投影機で投影。

児童の思考に沿った効果的なまとめになるよう、プ
レゼンテーションソフトを活用した振り返りを実施。

短時間で有効な振り返りができるよう、四則計算な
どのフラッシュ問題をモニターで提示。
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